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１．概要 

東日本大震災で高まりを見せた防災意識だが、震災から５年が経った今日ではその意識が

低下していると言われている。防災意識を再び高めるとともに、震災の記憶を風化させないた

めに東工大 VGでは大学が催す防災訓練に学生ボランティアとして参加している。学生が率

先して防災訓練に参加することで、学生の参加率を向上させることも狙いである。 

 

2．日程 

11/12 

 

3．参加者 

避難訓練：３名 

個別訓練：９名 

 

4．活動 

【事前活動】 

 ポスターを作成し、講義室に掲示を行った。また、サークル棟の部室を訪問し、直接ポスター

の配布及び防災訓練の説明を行った。 

 

【避難訓練】 

 ４時限目終了後、教務課が行う安否確認カードの回収を手伝う。また学生に防災訓練の参

加を呼びかける。 

 

【個別訓練】 

 避難訓練終了後、大岡山キャンパスと緑ヶ丘キャンパスで行われる個別訓練（炊き出し・煙

体験ハウス・地震体験車・消火器取扱訓練）の手伝いをする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．感想 

 昨年度に引き続き、ポスターによる広報を行ったが、今年はポスターをよりインパクトとわかり

やすさを重視したデザインのものを作成できたので良かったと思う。（図左は昨年度、図右は

今年度のポスター）また今回は ATTESTに所属する団体に協力を呼びかけ、数名の VGの

活動に参加してもらうことが出来た。来年度以降も ATTESTに呼びかけを行い、大規模に活

動を展開していきたい。 

 

 


